
１　キャンペーン事業

　講演会等の開催　　
　　現代の社会状況や文化的背景をふまえた、若者の自殺問題・自殺行動の捉え方、若者の自殺予防に向けた取組のすすめ方などについて、福祉、保健医療、教育、労働等の分野の関係者や、都及び区市町村の自殺対策担当職員等の参加を得て、ともに考え、理解を深める機会とするため、講演会を開催する。
○日時　　３月２７日（金）１３：００～１６：３０、都民ホール（定員２８８名）
○標語優秀作品の表彰式（15分）

　　９月～１０月に公募した「自殺防止！東京キャンペーン」標語の応募作品のうち、最優秀（１点）、優秀（３点）作品に対して、表彰式を行う。

【講演共通テーマ】　「若者の自殺防止」

○講演１　「現代社会と若者の自殺（仮題）」（60分）
　　　　講師　宮台真司（首都大学東京教授）

　　○講演２　「若年者に対する自傷・自殺予防活動のあり方（仮題）」（90分）
　　　　　講師　松本俊彦（国立精神・神経センター精神保健研究所
　　　　　　　　　　　　　自殺予防総合対策センター自殺実態分析室長）

　”自殺の悩み”特別相談　
　自殺を考えるなどの心の悩みを持つ方や身近な家族等を自殺により亡くした方などに対する特別相談を実施予定（実施について調整中）

（連携事業として、多重債務者１１０番についても調整中）

（実施例）○２４時間特別相談

　　　　○自死遺族相談ダイヤル
　　　　○自殺予防いのちの電話

　　
　広報東京都３月号への解説記事等掲載　
　　東京都における自殺の実態等にかかる解説記事の掲載などにより、都民の理解と参画を促進するとともに、特別相談・相談ネットワークの案内など、自殺念慮を抱いた都民に対する発信も行う。


　ホームページの充実とバナー設置依頼　
「自殺総合対策東京会議」ＨＰに「第４回自殺防止！東京キャンペーン」コーナーを設け、情報提供を充実する。

また、キャンペーンバナーについて、東京会議関係団体等HPへの設置を依頼する。

　

　電車車内広告・キャンペーンポスターの掲出　
　公募標語の優秀作品を採用したポスターをデザインコンペ方式により作成し、電車車内広告・キャンペーンポスターとして活用・掲出していく。また、「こころといのちの相談・支援　東京ネットワーク」参加機関の相談電話番号等も掲載し、周知を図る。

○JR、私鉄（京王電鉄・西武鉄道）、東京メトロ（丸の内線）、都営地下鉄に車内広告を掲出

○鉄道各社の協力により駅構内にポスターを掲出（JR、私鉄７社、東京メトロ、都営地下鉄）
○区市町村、各種相談機関にポスターを掲出

　○東京会議関係団体等の協力によりポスターを掲出
　　　　　　（地区医師会、地区社協、商工関係団体、労働組合、各法テラス、ハローワーク・労　　働基準監督署・労働相談コーナー、各警察署、各消防署）

２　「自殺防止！東京キャンペーン」連携事業
　都関係機関、区市町村、民間等の協力により、幅広い広報展開を図っていくとともに、区市町村等の様々な団体において実施する、自殺やメンタルヘルス等に関する事業についても、「自殺防止！東京キャンペーン」連携事業として積極的にＰＲしていく。

【取組の例】　

　　○自殺防止に関する街頭キャンペーン、

　　○自殺やうつ病に関する講演会

　　○うつの特別相談、

　　○キャンペーン広報協力、バナー設置
資 料 ３





第４回「自殺防止！東京キャンペーン」（３月・自殺対策強化月間）事業 











PAGE  

